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令和５年度第１回目となる執行委員会を開催し、６つの部会から決定事項と進捗状況の報告をしました。
また、教育委員会から施設一体型小中一貫やまと学園新設に当たっての配置検討について説明がありました。

①学校運営部会

◆大和中学校の校名・校歌・校章 ⇒ 現在のものを引き続き使用します。

◆やまと学園の愛称 ⇒ ひらがな表記の「やまと学園」を引き続き使用します。

◆再編小学校の校名候補 ⇒ 「大和小学校」（やまとしょうがっこう）とします。

校名・校歌・校章について検討を進めており、学園の愛称と再編小学校の校名は、アンケート結果
（裏面）等を踏まえた上で部会案を決定しました。校歌は、歌詞に取り入れたいフレーズ・言葉を
大和地域の児童・生徒、保護者、地域の皆様、教職員から募集することとしました。校章は、デザ
インの由来や込められた想いを大切にしながら引き続き検討していきます。

②ＰＴＡ部会

◆小学生の制服

⇒ 当面、現在の制服を継続していきます。

※施設一体型小中一貫やまと学園の新設を見据え、小中合同の検
討委員会を立ち上げ、中学校の制服と合わせて改めて検討します。

◆小学生の体操服 ⇒ １つに統一し、デザインは中学校の体操服に合わせます。

制服、体操服等について検討を進めており、小学生の制服・体操服については部会としての方針
を決定しました。今後は、体操服の具体的なコンセプトや保護者の皆様への負担とならないよう
な運用方法（移行期間）に加え、通学帽子を統一する必要性や新しいＰＴＡ組織、規約などについ
ても検討していきます。

③通学部会

スクールバスの利用基準について、保護者の皆様の声を聞いてほしいという部会でのご意見を
受け、通学方法が徒歩とバスに分かれることが想定される三輪小学校児童の保護者の皆様にア
ンケートを実施しました。今後は、この結果を踏まえ引き続き協議するとともに、運用に当たって
の児童への配慮（バスの乗降、約束事など）にも着手していきます。また、通学時の安全対策につ
いては、地域の見守り隊の方々とも連携を図りながら検討していきます。

④地域部会

地域交流学習について、各学校の先生方から活動をリストアップしていただき、カテゴリーと実
施月別に整理を行いました。今後は、似たような活動を１つにまとめることができるのか、などの
視点で再整理をしていきます。また、残していきたい活動についても重要度、地域との関わり度
等のレベルをつけて検討を進めます。教育課程部会と連携を図っていくべき事項については、リ
ストを共有し、教育課程の中でどの程度反映させられるのかを整理・検討いただけるよう投げか
けをする予定です。

決定事項と進捗状況の報告

Ｑ.
通学方法については、三輪だけでなく塩田・束荷についても早急に検討しなければならな
いと思うが、今後のスケジュールはどのように考えているのか。

A.
部会のみでは方針決定が難しい部分もあるため、部会を越えて一度お話をする場を学校
単位で設けたいと考えております。今後も引き続き、子どもたちの安全第一を前提として、
各学校の地域の事情も踏まえながら、検討を進めていきます。

日時 ： 令和５年１０月２０日（金）18:00～19:20
場所 ： 大和コミュニティセンター２階会議室

令和５年度第１回執行委員会

本日は、各部会からの進捗状況についてご報告を受けるとともに、決定事項がある部会からはその
ご説明をいただき、準備委員会の議決機関として、内容の協議・議決を行います。

宮尾
委員長



お問い合わせ︓光市教育委員会 教育総務課やまと学園推進係 （担当︓桑原、石川）
ＴＥＬ︓0833-74-3601 ＦＡＸ︓0833-72-7202

⑤教育課程部会

令和７年度やまと学園グランドデザイン、教育課程の編成計画、年間主要行事予定についての協
議を行っています。グランドデザインは、１５歳の大和っ子像をやまと学園の教育スローガンとし
て最上位目標に掲げています。また、教育課程の編成作業は、各学校の良さや令和１０年度頃に
施設一体型となることも踏まえ、小・中学校の教育の一貫性を高めるチャンスと捉えるとともに
教職員の働き方改革の視点も大切にしながら編成に当たることとしています。年間主要行事予
定については、目的に合わせて小中一緒に、あるいは別に行うことを検討しています。地域連携
カリキュラムについては、地域部会と連携し、活動や授業のねらい等を考慮しながら、今後検討
を進めていく予定です。

⑥事務部会

学校備品や文書に関する整理方針、私会計の清算・引継ぎなどについて検討しています。備品は、
令和１０年度頃の施設一体型となったときのことを考慮し、現岩田小学校をベースに不足分のみ
を移管する方針としたいと考えています。なお、部会のみで方針決定が難しいことは、事務局や
やまと学園校長会と協力しながら進め、マンパワーのある令和６年度末までに対応できることに
はしっかり対応していく、という考えを共通認識として持ちながら検討していきます。

やまと学園の配置検討について

今年度中に策定される「施設一体型小中一貫やまと学園施設整備基本計画」に係る校舎棟等の配置について、
教育委員会から以下の３パターンが示されました。また、いずれのパターンであっても、施設配置の自由度を
確保するため、大和中学校の隣接土地の購入を前提に検討していることが説明されました。

Ｑ.
グランドデザインは、小・中学校が令和７年度時点と令和１０年度頃時点とで小中連携や行
事のやり方が異なると思われるが、その都度作り変えるという認識でよろしいか。

A.
令和７年度グランドデザインとしておりますが、令和１０年度頃にも使えることを想定して
作っています。令和７年度時点では、小・中学校が施設分離型として始まることとなります
が、目指すところは同じということです。

グラウンド建替え 校舎現地建替え 既存施設利用建替え

グラウンド側に校舎棟等を新設し、既
存校舎は全て解体する。

既存校舎棟等を全て解体し、現地に
建て替える。

現在の南棟を活用し、残りの校舎棟
等を建て替える。

令和５年９月２５日～１０月１０日にかけて「学校名等に関するアンケート調査」を実施し、３０９家庭の皆様から
ご回答をいただきました。ご協力いただいた皆様、ありがとうございました。

あじさい いしみつ 石城
（いわき）

岩田
（いわた）

公輪
（こうりん）

新大和
（しんやまと）

自由学園
（じゆうがくえん）

藤公
（とうこう）

ひかり 輝
（ひかり）

博文
（ひろぶみ）

やまと

やまと学園
（やまとがくえん）

大和学園
（やまとがくえん）

※五十音順に並べています。
※締切を過ぎて届いたものは記載しておりません。

アンケート① 「再編小学校の校名について」

アンケート② 「学園の愛称について」

その他の案 ・ 「ひかり未来学園」 ・ 「伊藤公学園」

ご意見

「学園」は私立のイメージが強い。 「学園」は私的な意味合いが感じられる。

「学園」はありふれているので「学舎」が良い。「学舎」の方が引き締まった感じが出る。

・ 「大和小学校」が良いと思う ８９％

・ 新しい学校名が良いと思う 7％ ・ 未記入 4％

……

……… ………………………………

・ 「大和学園」が良いと思う 44％ ・ 「やまと学園」が良いと思う 50％

・ その他 ２％ ・ 未記入 ４％

……… ……

……………………………… ………………………………

学校運営部会関係

子どもたちの学びを第一義に置いて考えることがやまと学園の取組を進める上で大事にしている観
点であり、本日のご報告や今後の進め方にもそのお考えやお気持ちが表れていたと思います。準備
委員会の発足から約１年が経ち、これまでの着実な歩みをさらに確かにしていかれながら、大和地
域の子どもたちのために、これから生まれる学校を皆さんで作っていけたらと思います。 松田

アドバイザー


